
1

2

重
点
目
標
に
対
す
る
意
見

取
組
の
状
況
に
対
す
る
意
見

取
組
の
適
切
さ
の

検
証
結
果
に
対
す
る
意
見

次
年
度
に
向
け
て
の

改
善
方
法
に
対
す
る
意
見

3

〇エアコン設置、プール新築はありがたい。トイレをはじめとする他の施設面の充実もお願いしたい。
〇子供たちのSNSの正しい利用は、家庭における指導やルール作り等の協力が必要である。
〇授業参観後の懇談会の参加が少ないのは残念である。
〇集会発表における子供たちの発表は、どの学年も素晴らしい。
〇外国語活動やプログラミング教育等が新たに導入され大変であるが、やはり基礎力の定着は大切である。
〇教室内や廊下等の子供たちの掲示物は子供たちの様子や頑張りがわかり工夫されている。

〇学力向上のために、引
き続き研究授業に取り組
んでほしい。
〇授業の中で、小集団で
話し合う機会をこれからも
大切にしてほしい。
〇読書活動をより一層充
実させてほしい。

〇「早寝、早起き、朝ごは
ん」の啓発に一層努める。
〇全校チャレンジを来年
度も継続して取り組んで
ほしい。
〇PTAや関係機関との連
携をより深め、子供の安
全確保に努めてほしい。

〇今後も、学校・学級だよ
り、ホームページ等で情報
発信を続けてほしい。
〇「開かれた学校」「地域
と共にある学校」づくりをさ
らに進めてほしい。
〇地域行事での協力、交
流が続けられるように。

その他のご意見

〇思いやり、協力する姿
勢、根気強く取り組むこと
等をさらに育ててほしい。
〇先生と子供たちとの信
頼関係づくりを大切にして
ほしい。
○他校園との交流を続け
てほしい。

〇研究授業を数多く計画・
実施し、授業力向上にむ
けての意欲を感じる。
〇子供たちは落ち着いて
授業に取り組み、発言も
積極的である。
○英語の授業に向けて先
生方の大変さを感じる。

〇生活習慣の確立には家
庭の協力が必要である。
〇交通安全教室や避難訓
練、日々の学級指導等で
取り組んでいる。継続が
大切である。
〇休憩時間、みんなと外
で活動する子供が多い。

〇夏祭り、子ども会夏祭
り、運動会、紀伊文化まつ
り等で交流できた。今後も
継続してもらいたい。
〇見守り活動では、地域
の方の協力を得られた。
〇ホームページの随時更
新で活動がよく分かった。

〇家庭学習の習慣化につ
なげるため宿題の質・量を
充実させてほしい。
〇授業に工夫を重ね、さら
なる子供たちの集中力の
アップにつなげてほしい。
〇先生の肯定的な評価や
励ましは続けてほしい。

〇「早寝、早起き、朝ごは
ん」が身についている割合
が低く、学校だけでの課題
解決は困難である。
〇概ね楽しく体育の授業
に取り組んでいる。
〇避難訓練は定期的に実
施されている。

〇保護者の方に、地域の
活動、見守り活動等をもっ
と知ってもらいたい。
〇地域行事の紀伊文化ま
つりに子供たちの出品へ
の取り組みは良かった。
〇より多くの方々がホー
ムページを閲覧してほし
い。

〇各学級での「みんな遊
び」は工夫して取り組んで
いる。
〇園との合同運動会や定
期的な交流は心の育成に
とても良い。
〇自己肯定感を高める活
動は大切にされている。

〇出前授業等を利用し、
自己肯定感を高めたり、
視野や見識を広めたり、
色々、取り組んでいる。
〇他校園との交流で違い
を認める経験をしている。
〇２学期では人権に関わ
る参観授業を行っている。

〇基礎学力の定着は重要
である。紀伊タイムの一層
の充実を図ってほしい。
〇低学年から学習習慣の
土台作りが大切である。
〇子供たちが学ぶ楽しさ
を感じとり、自ら学ぶ意欲
を高めてほしい。

〇基本的な生活習慣の確
立を図ることが大切であ
る。
〇運動に親しむ機会、運
動に取り組む時間の確保
が必要である。
〇子供たちの危機回避能
力育成が大事である。

〇学校からの情報を積極
的に発信してほしい。
〇保護者・地域からの意
見を参考に、学校経営に
生かしてほしい。
〇学校・家庭・地域の連携
を深め協力して、子供たち
を支えていきたい。。
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確かな学力 健やかな体 開かれた学校

〇自己肯定感を高める活
動は重要である。
〇規範意識を育て、善悪
の判断力を身につけてほ
しい。
○他校園との交流のほ
か、みんなで取り組む活
動の継続をお願いしたい。

豊かな心


